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が
連
携
し
て
創
業
希
望
者
を
支
援
す
る

こ
と
を
定
め
た「
登
米
市
創
業
支
援
事

業
計
画
」を
13
年
に
策
定
。国
の
認
定
を

受
け
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
の
例
が
特
定
創
業
支
援
事

業
で
す
。市
が
認
定
し
た
創
業
支
援
事

業
者
で
あ
る
、各
商
工
会
ま
た
は
コ
ン

テ
ナ
お
お
あ
み
が
実
施
す
る
創
業
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
す
る
と
、市
か
ら
証
明
書

が
発
行
。創
業
時
の
登
記
に
必
要
な
税

金
が
半
額
に
な
る
な
ど
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
援
す
る
体
制
を
強
化

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
新
設

　

市
は
、創
業
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、

本
年
10
月
10
日
に「
登
米
市
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
産
業
経
済
部

産
業
連
携
推
進
課
内
に
新
設
。こ
れ
ま

で
商
工
会
が
主
な
相
談
窓
口
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
、相
談
窓
口
を
増
や
す
こ

と
で
、潜
在
的
な
創
業
希
望
者
を
発
掘

し
、創
業
者
数
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、宮
城
県
商

減
少
す
る
中
小
企
業

求
め
ら
れ
る
支
援

　

国
は
、中
小
企
業
が
減
少
し
続
け
、経

済
が
低
迷
す
る
状
況
を
打
破
す
る
た

め
、２
０
１
３
年
６
月
に「
日
本
再
興
戦

略
」を
閣
議
決
定
。創
業
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
で
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
商
工
業
者
数
は
年
々
減

少
。持
続
的
な
地
域
経
済
の
発
展
を
目

指
す
た
め
に
は
、活
力
あ
る
経
営
体
を

育
成
し
、地
域
に
雇
用
と
所
得
を
生
み

出
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。市
は
、国
の

動
き
に
合
わ
せ
、そ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
い
た
企
業
誘
致
、農
林
業
の
振
興
、商

店
街
支
援
、１
次
産
業
を
軸
と
し
た
６

次
産
業
化
に
加
え
て
、創
業
支
援
を
本

格
的
に
始
め
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携

創
業
支
援
事
業
計
画
を
策
定

　

ま
ず
着
手
し
た
の
が
、市
、市
内
の
各

商
工
会
、金
融
機
関
な
ど
と
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
で
す
。そ
れ
ら
の
団
体

創
業
と
い
う
人
生
の
選
択
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工
会
連
合
会
が
仙
台
市
内
に
設
置
し
て

い
る
相
談
窓
口「
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」と
連
携
。登
米
市
に
い
な
が
ら
、

出
張
相
談
や
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
遠
隔

相
談
が
で
き
、県
内
の
自
治
体
で
は
初

の
取
り
組
み
で
す
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
は
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
詳
し
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

14
人
が
在
籍
。情
報
通
信
技
術
、金
融
、

デ
ザ
イ
ン
、食
品
な
ど
、各
分
野
の
専
門

家
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
課
題
解
決
に
向

け
た
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。相
談
は

創
業
時
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
の
経
営

改
善
や
規
模
拡
大
な
ど
に
も
対
応
。無

料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、創
業
後

も
継
続
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦
を
応
援
す
る
た
め

費
用
の
負
担
を
軽
減

　

創
業
す
る
た
め
に
は
、土
地
、建
物
の

建
設
や
改
修
費
、設
備
の
購
入
な
ど
、多

く
の
資
金
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、市

独
自
の
補
助
金
制
度「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

14
年
４
月
に
は
、創
業
や
創
業
す
る
た

め
の
技
術
習
得
に
特
化
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
新
設
。市
が
開
催
す
る
審
査
会
に
お

い
て
認
定
を
受
け
る
と
、補
助
率
４
分

の
３
以
内
で
最
大
２
２
５
万
円
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
で

も
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、商

品
開
発
、販
路
開
拓
や
備
品
・
設
備
購
入

な
ど
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
。

さ
ら
に
、資
格
取
得
な
ど
の
人
材
育
成

費
用
や
法
人
化
に
必
要
な
経
費
も
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。空
き
店
舗
を
活
用

す
る
場
合
に
は
、店
舗
の
改
修
に
必
要

な
経
費
と
賃
借
料
を
補
助
率
２
分
の
１

以
内
で
市
の
定
め
た
上
限
額
ま
で
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

創
業
者
が
増
え
て
も
継
続
で
き
な
け

れ
ば
地
域
の
活
性
化
、雇
用
や
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。創

業
後
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
経
営

相
談
や
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
継
続

的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

ビジネスチャンス支援事業の創業支援
の認定審査会では、事業計画の内容など
を審査し、これまで10 件認定

事業名 対象経費 上限額 補助率

 創業支援 創業支援事業 市内で創業する際の人件費、店舗借入費、設備費など 225万円 ４分の３以内

 産業支援

商品開発・商品力向上支援事業 食品加工品開発、広告費、パッケージ開発費など 50万円

２分の１以内

マーケット開拓・人材育成支援事業 展示会への参加費、人材育成・資格取得費など 70万円

地域資源有効活用施設・機械整備支援事業 地域資源を活用した地域ビジネスに必要な経費など 200万円

まとまりステップアップ支援事業 事業体の組織化、法人化に必要な経費など 30万円

地産都商・輸出チャレンジャー支援事業 首都圏や海外への販路開拓に必要な経費など 200万円

■ビジネスチャンス支援事業の主な補助金メニュー

※ビジネスサポートセンターおよび補助金制度の詳細は産業経済部産業連携推進課（産業連携係）に問い合わせください ☎0220（34）2549

地域資源を活用した
創業を全力でサポート

　地方創生時代を迎え、これからの自治体は
地域の強みをしっかり見極め、地域の課題を
解決する独自の取り組みが求められていま
す。本市の強みは環境保全や資源循環を特徴
とする全国有数の農業生産基盤です。この強
みを人口減少対策や活力ある地域づくりに
生かしていくことが必要です。
　市では、創業を応援する補助金制度を設
け、市内農林産物の付加価値を高める６次産
業化や、地域資源を活用した新たな需要や雇
用を創出する創業支援をしています。
　全力でサポートしますので、気軽にご相談
ください。

産
業
連
携
推
進
課

高
橋
紀の

り

元ち

か

産
業
戦
略

専
門
監
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定
に
伴
い
、市
内
の
商
工
会
が
合
同
で

２
０
１
４
年
か
ら
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
。創
業
希
望
者
を

掘
り
起
こ
し
、雇
用
と
に
ぎ
わ
い
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
し
て
い
る

登
米
み
な
み
商
工
会
の
佐
藤
さ
ん
は

「
創
業
に
必
要
な
財
務
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
基
本
的
な
知
識
の
習
得
や
事

業
計
画
の
作
り
方
な
ど
、実
践
的
な
こ

と
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。会
員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま

す
し
、ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
の
か
決

ま
っ
て
い
な
く
て
も
気
軽
に
参
加
し
て

ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
「
セ
ミ
ナ
ー
で
知
り
合
っ
た
人
脈
や

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、登
米
市
で

の
創
業
を
実
現
さ
せ
、夢
へ
の
第
一
歩

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
」。

　

商
工
会
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化

や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、一
人

一
人
に
寄
り
添
い
、創
業
希
望
者
や
経

営
者
と
共
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

あらゆる場面でのサポートを可能にするため、各商工会や民間支
援団体が、それぞれの立場で夢の実現を応援。市内で支援の輪が
広がりを見せています。

豊
富
な
経
験
と
知
識
を
持
つ

経
営
指
導
員
が
強
い
味
方
に

　

市
内
に
は
登
米
中
央
商
工
会
、み
や

ぎ
北
上
商
工
会
、登
米
み
な
み
商
工
会

の
３
つ
の
商
工
会
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
商
工
会
で
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

経
営
相
談
窓
口
と
し
て
、創
業
希
望
者

や
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
に
は
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
が
集
ま
り
ま
す
。そ
の
情
報
を

生
か
し
て
、「
事
業
計
画
を
作
り
た
い
」

「
資
金
を
借
り
た
い
」「
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
新
し
く
し
た
い
」「
確
定
申
告
に
つ

い
て
知
り
た
い
」な
ど
、会
員
で
な
く
て

も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
本
的
な
こ
と
か
ら
実
践
ま
で

創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

　　

登
米
市
創
業
支
援
事
業
計
画
の
策

夢を実現するために
 広がる支援の輪

登米みなみ商工会

佐藤 茂
しげる

さん（52）

石堂ファーム 代表

石堂 貴
た か

博
ひ ろ

さん（44）

　現在は専業農家で、ニンニクを栽
培しています。創業チャレンジセミ
ナーに参加したのは、これまで生鮮
の販売だけだったので、６次産業化
に取り組み、加工品を開発して直売
所を出店しようと思ったからです。
　商工会の皆さんには親身になって

相談に乗ってもらい、補助金制度も
教えてもらったので助かりました。
　セミナーに参加し、自分がやろう
としていることの可能性の大きさを
感じましたし、足りない部分も分か
りました。学んだことを実践して開
店の準備を進めていきたいです。

学んだことを実践し、
開店に向けて進んでいきたいInterview

創業チャレンジセミナーでは、参加者が考え
を共有し、互いの意見を参考にしながら学ぶ
問登米中央商工会 ☎0220（22）3681
みやぎ北上商工会 ☎0220（34）3255
登米みなみ商工会 ☎0220（55）2331
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1月１万円からレンタルできるコンテナおおあ
みのレンタル事務所。打ち合わせは中央の共有ス
ペースを利用できる2写真の場所は月２万円

　あったらいいなと思う空間をつく
りたくて、2016年７月にカフェ「珈
琲工務店」をチャレンジショップに
出店しました。
　規模を拡大して本格的にランチを
始めたかったので、コンテナおおあ
みの隣にあった空き店舗を改装して

11 月１日に移転しました。
　チャレンジショップは小さい規模
で出店できるので、創業に挑戦しや
すい場所だと思います。
　新しい店でも、今まで通り誰もが気
軽に立ち寄り、安らぎながら交流でき
る場所にしたいと考えています。

チャレンジショップで始め
ステップアップして移転オープン Interview

シ
ョ
ッ
プ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
あ

り
、小
規
模
で
の
開
業
や
試
験
販
売
に

利
用
で
き
ま
す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
の
も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
出
店
者

同
士
の
交
流
。出
店
者
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
に
も
発
展
し
て

い
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み
で
は
、事
務
所

や
販
売
ス
ペ
ー
ス
の
レ
ン
タ
ル
だ
け
で

な
く
、ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
提
供
、各
種
セ

ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、首
都
圏

と
の
人
材
交
流
な
ど
幅
広
く
活
動
。人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、ア
ル

テ
ラ
ス
お
お
あ
み
を
中
心
に
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
場
所

ア
ル
テ
ラ
ス
お
お
あ
み

　

東
日
本
大
震
災
後
、レ
ン
タ
ル
事
務

所
を
備
え
、創
業
者
を
育
成
し
て
地
域

の
課
題
を
解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
生
ま
れ
た
の
が
、迫
町
佐
沼
の
大
網

に
あ
る「
コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み
」で
す
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、創
業
希
望
者
を

応
援
す
る
た
め「
創
造
を
カ
タ
チ
に
で

き
る
場
所
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に「
ア
ル
テ

ラ
ス
お
お
あ
み
」を
建
設
。チ
ャ
レ
ン
ジ

10 月８日にコンテナおおあみが開催し
た創業スタートアップセミナー。一人一
人の事業モデルを参加者全員で検討

創
造
を
カ
タ
チ
に
す
る
場
所

3創業者のチャレンジを応援する場所「アルテ
ラスおおあみ」4小さい規模でも出店できる
チャレンジショップ5チャレンジカフェは設
備がそろっており、短期での利用も可能
問コンテナおおあみ ☎0220（44）4210

２

３

４

１

５

珈琲工務店 店主

宇藤 美
み

菜
な

さん（33）
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生まれ育ったまちを
元気にするために

　以前は神奈川県箱根町の旅館で働きながら、イ
タリアンやフレンチを学んでいました。東日本大
震災が発生したときに、地元を元気にしたいと思
い、戻って創業することを決意しました。
　飲食業がよかったので、地元の食材を使用した
石窯ピザの移動販売をすることにしました。まず
はセミナーに参加して創業のノウハウを学び、旅
館でお世話になった人に相談しながら事業計画書
を作成しました。市の補助金などを活用してキッ
チンカーを購入し、内装は自分で作り、石窯は特注
で作ってもらいました。ピザの生地には、両親が育
てた米を使用しています。米粉と小麦粉を独自で
ブレンドし、モチモチになるように工夫しました。
　出店場所を探すのは苦労しましたが、以前移動

販売をしていた人に聞きながら出店場所を探しま
した。出店は不定期なので、フェイスブックで発信
しながら、今では市内だけでなく市外のスーパー
やイベントなどにも出店できるようになりまし
た。昨年は事業を拡大するため、妻と協力しながら
パンの製造を始め、愛菜館などで販売しています。
　創業して感じることは、どうすればお客さんに
喜んでもらえるかを考えることが大切だというこ
とです。多くの人に喜んでもらいたいという思い
から、出張ピザ教室やホームパーティーなどでの
ケータリングサービスも始めました。
　これまで大変なこともありましたが、今ではた
くさんの人と出会い、喜んでもらえることが何よ
りの生きがいになりました。

菅原 和哉さん（36）

石窯工房H
ハ イ ジ

A I J I
創業者インタビュー①

1市外でも認知度が高いキッチンカー2石窯は高温で
焼けるので表面はカリッと中はモチモチに仕上がる3
パンは愛菜館でも人気の商品。火、木、金、土曜日に販売

２３

１

問石窯工房HAIJ I  ☎080（9019）6856 
https://www.facebook.com/haiji.isigama/

Ｓｕｇａｗａｒａ　Ｋａｚｕｙａ

多くの喜びを
届けられる
存在になりたい
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田舎暮らしの
体験と交流の場に

　東日本大震災がきっかけで登米市に移住し、東
和町米川地区の地域おこし協力隊になりました。
任期が終了してから、市の創業支援制度を活用し、
空き家を借りて民泊施設「BAKKE」を始めました。
　民泊施設を始めようと思ったのは、私がヨー
ロッパでファームステイやホームステイしながら
旅をしていたときに、有名な観光地に行くよりも、
その土地の文化や普段の生活を体験することがと
ても魅力的だと感じたからです。初めて登米市に
来たときも、野菜や米を自給したり、山に行って山
菜を採ったりと、豊かな自然と共存している生活
がとても印象的で新鮮に感じました。
　経理などは独学で、民泊に必要な住宅宿泊事業
者の登録も自分でできましたが、集客には苦労し

ました。現在は、予約サイトに登録し、写真や説明
文を工夫しながら集客に取り組んでいます。
　BAKKEのコンセプトは田舎に滞在し、自然環境
や文化を肌で感じてもらうことです。英語が少し話
せたので、海外からの宿泊者も受け入れ、今年はア
ルゼンチンなど、海外６カ国の人が利用しました。
また、一棟貸しで設備も整っているので、長期滞在
も可能です。今後は、体験型の滞在プログラムやお
試し短期移住を実施するなどして、地域の食や文化
をもっと知ってもらいたいと考えています。
　収入は多いわけではありませんが、この地域に
貢献したいという思いがあるので、滞在者との交
流会も開催しています。交流人口を増やすことで、
地域の活性化につなげていきたいです。

浦田 紗智さん（38）

Ｂ
バ ッ ケ

ＡＫＫＥ
創業者インタビュー②

２３

１

12四季折々の豊かな自然と静寂の中でゆったりとし
た生活が満喫できる3日本の田舎暮らしや文化を体験
できると外国人にも人気

問BAKKE  ☎050（3636）4030
https://bakke.jp/ja/ 

Ｕｒａｔａ　Ｓａｃｈｉ　

自然との共生
その魅力を
肌で感じてほしい

特集　このまちで、活きる　
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段
階
を
踏
み
な
が
ら
前
進
し
て
い
け
る

よ
う
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

無
限
に
広
が
る
可
能
性

誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る

　

収
入
を
増
や
す
た
め
に
創
業
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
仕
事
を
楽
し

く
し
、人
生
を
豊
か
に
す
る
手
段
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。誰
に
で
も
、ど
こ
に
い

て
も
、何
歳
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
可
能
性
は
無
限
に
広

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

が
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。相
談
は
早

い
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。

「
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る

　

創
業
し
た
い
け
ど
何
を
し
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
、答
え
は
そ

の
人
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。仕
事

に
対
す
る
価
値
観
や
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、そ
の
人
の
強
み

を
見
つ
け
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、事
業
計
画
の
作
成
や
資

金
調
達
な
ど
、ど
れ
も
大
切
な
こ
と
で

す
が
、専
門
家
に
相
談
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
で
リ
ス
ク
が
減
り
、よ
り
良
い

答
え
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で

創
業
し
や
す
い
時
代
に

　
「
創
業
」と
聞
く
と
、難
し
く
て
自
分

に
は
で
き
な
い
と
諦
め
て
い
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。確
か
に
以
前
は
、創
業

す
る
た
め
に
仕
事
を
辞
め
、資
金
を
集

め
て
法
人
を
設
立
す
る
と
い
っ
た
よ
う

に
、難
し
い
も
の
で
し
た
。

　

現
在
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
伴
い
、ハ
ー
ド
ル
は
一
気
に
低
く
な

り
ま
し
た
。例
え
ば
、趣
味
で
小
物
を

作
っ
た
と
し
た
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
あ
れ
ば
お
金
を
か
け
ず
に
販
売
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。誰
で
も
簡
単
に
創

業
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

創
業
し
た
い
と
い
う
人
は
、何
か
し

た
い
け
ど
は
っ
き
り
し
な
い
人
、何
を

す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
る
人
、事
業
計

画
を
作
っ
た
人
の
３
段
階
に
分
け
ら
れ

ま
す
。事
業
計
画
を
作
ら
な
い
と
相
談

人
生
を
楽
し
む
手
段
に
―
―

宮城県よろず支援拠点
チーフコーディネーター

佐藤 創
そ う

さん

1977年生まれ。産業能率大学
卒。仙台市の情報サービス企業
に入社し情報処理システム開
発に従事。14 年に中小企業診
断士として登録し、経営コンサ
ルティング会社クリエイティ
ブファーストを設立する。

「
創
業
」は
、自
分
の
好
き
な
こ
と
や
趣
味
を
仕
事
に
す
る

た
め
の
手
段
で
す
。創
業
の
今
と
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、

市
が
連
携
を
始
め
た
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
佐
藤
創そ

う

さ
ん
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

特集　このまちで、活きる　
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こ
の
ま
ち
で
生
き
、

   
こ
の
ま
ち
で
活
か
す

　

11
月
１
日
、移
転
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
珈
琲
工
務
店
に
入
る

と
、お
客
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
会
話
す

る
宇
藤
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。店

内
に
は
笑
い
声
が
響
き
、そ
こ
に
は
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
仕
事
に
し
て

生
活
す
る
。そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、ま
ず
相
談
し
て
み

る
と
い
う
こ
と
で
す
。具
体
的
に
考
え

が
ま
と
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、頑
張
ろ

う
と
す
る
あ
な
た
の
味
方
に
な
り
、サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。創
業
し
て
も
思
い
通
り
に
い
か

ず
、苦
労
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
回
取
材
し
た
人
た
ち
は
、そ
れ
以
上

に
心
の
豊
か
さ
が
あ
る
と
話
し
ま
す
。

　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
場
所
に
は
人
が
集

ま
り
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、や

が
て
は
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
り
ま

す
。あ
な
た
の
経
験
や
趣
味
を
活
用
し
、

新
し
い
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

11 2019.12
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2
0
1
9
年
10
月
12
日
に
日
本
に

上
陸
し
た
台
風
19
号
が
、全
国
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。10
月
29

日
現
在
、死
者
は
88
人
、 

行
方
不
明
者

が
７
人
。71
河
川
、１
４
０
カ
所
が
決
壊

し
、住
宅
被
害
は
７
万
９
６
０
０
棟
以

上
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
死
者
１
人
が
出
た
ほ
か
、

２
人
が
骨
を
折
る
な
ど
し
て
負
傷
。被

害
が
大
き
か
っ
た
津
山
、東
和
町
域
を

は
じ
め
、３
１
１
棟
の
住
家
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
。住
家
以
外
に
も
、雨
の
影

響
で
土
砂
崩
れ
や
道
路
が
損
壊
し
通
行

止
め
に
な
る
な
ど
、市
内
各
所
に
大
き

な
傷
跡
が
残
り
ま
し
た
。

　

市
は
、10
月
12
日
午
後
１
時
に
、特
別

警
戒
本
部
を
設
置
。避
難
所
の
設
置
や

情
報
収
集
、被
災
者
の
対
応
な
ど
に
当

た
り
ま
し
た
。市
内
17
カ
所
に
設
置
し

た
避
難
所
に
は
、４
６
４
世
帯
、９
６
９

人
が
避
難
。16
日
に
は
、登
米
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
登
米
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。被
災
地

で
は
、一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、

市
内
の
小
中
高
生
や
社
会
福
祉
協
議

11

3344

55

667788
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1被害の大きかった津山町域では多いところで372.0mmもの積
算雨量を記録。2009年の台風18号よりも大きな被害を受けまし
た23陥没や倒木により市内各所で道路が通行止めに。現在も復
旧作業を進めています4強風によって屋根や壁などが破損した
一部損壊被害は25件567車や住家内、家財などに被害を受け、
住民は復旧作業に追われました88災害後、駆け付けたボランティ
アらが民家の土砂や廃棄物の撤去に当たりました991010畳やふす
まは全て剥がし、家中を洗浄

22

会
、栗
原
市
、南
三
陸
町
の
職
員
な
ど
、

計
７
２
４
人（
10
月
29
日
現
在
）が
復
旧

作
業
に
尽
力
。土
砂
や
使
え
な
く
な
っ

た
家
電
の
運
搬
、家
財
の
清
掃
な
ど
を

手
伝
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、道
路
通
行
止
め
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
崩
れ
た
土
砂
の
撤
去
や
陥

没
し
た
道
路
の
復
旧
作
業
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。完
全
復
旧
ま
で
に
は
ま
だ

時
間
が
必
要
で
す
が
、市
で
は
被
災
し

た
皆
さ
ん
が
１
日
で
も
早
く
元
の
安
心

し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
復
旧
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、市
民
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。☎

　市では、災害などの緊急情報をメール配信サービスや
防災行政無線、市公式ホームページ、コミュニティFM
などを通じてお知らせしています。事前に洪水ハザード
マップで避難所への経路を確認するなど、自分で身を守
る行動が取れるよう日頃の備えが大切です。

991010
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☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

■
　

被
害
程
度
に
応
じ
、災
害
援
護

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

災
害
に
よ
り
次
の
い
ず
れ

か
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯

主
❶
世
帯
主
が
負
傷
し
、そ
の
療

養
に
要
す
る
期
間
が
１
カ
月
以
上

の
場
合
❷
家
財
の
被
害
金
額
が
、

そ
の
家
財
価
格
の
お
お
む
ね
３
分

の
１
以
上
の
損
害
で
あ
る
場
合
❸

被
災
し
た
月
の
翌
月

か
ら
１
年
以
内令

和
２
年
１
月
31
日

（
金
）ま
で

利
用
者
負

担
額
減
免
申
請
書（
保
育
料
減
免

の
場
合
）、一
時
保
育
利
用
料
減

免
申
請
書（
一
時
保
育
利
用
料
減

免
の
場
合
）、罹
災
証
明
書（
写
し

可
）、印
鑑
、離
職
証
明
書
な
ど

最
寄
り
の
総
合

支
所
市
民
課
に
申
請
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

■
　

風
水
害
、地
震
な
ど
で
被
災
し

た
住
家
の
被
害
程
度
を
証
明
す
る

も
の
で
す
。全
壊
、大
規
模
半
壊
、

半
壊
、一
部
破
損
な
ど
の
区
分
で

被
害
の
程
度
を
証
明
し
ま
す

※
市
の
職
員
が
現
地
確
認
を
す
る

た
め
、期
間
を
要
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

被
災
者
支
援
制
度
の
申

請
、損
害
保
険
の
請
求
な
ど

■
　

住
家
以
外
の
家
屋
や
土
地
、塀
、

門
扉
な
ど
の
付
帯
物
、備
品
、家

具
、動
産（
車
ほ
か
）な
ど
に
被
害

を
受
け
た
事
実
を
証
明
し
ま
す

す
。必
要
書
類
が
整
っ
て
い
れ
ば

即
日
交
付
可
能
で
す

損
害
保
険
の
請
求
、勤

務
先
へ
の
被
災
証
明
な
ど

■

罹
災
証
明
申
請

書
、罹
災
届
出
書被

災
証
明
願

被
害
が
分
か
る
写
真

※
各
証
明
書
の
発
行
申
請
書
、証

明
願
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
税
務
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
で
配

布
し
て
い
ま
す

※
世
帯
員
以
外
が
申
請
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す

税
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
課

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

被
害
状
況
に
よ
り
、被
害
を
受

け
た
物
件
の
税
額
の
う
ち
、固
定

資
産
税
４
期
分
を
減
免
し
ま
す
。

所
有
す
る
固
定
資
産

が
、次
の
よ
う
な
損
害
を
受
け
た

人
▼
土
地
＝
宅
地
、農
地
が
土
砂

の
堆
積
、流
出
、陥
没
な
ど
に
よ
り

土
地
本
来
の
効
用
を
果
た
せ
な
く

な
っ
た
と
き（
冠
水
の
み
の
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）▼
家
屋

＝
当
該
家
屋
が
半
壊
以
上
の
損
害

を
受
け
た
と
き
▼
償
却
資
産
＝
当

該
償
却
資
産
の
価
格
の
10
分
の
２

以
上
の
価
値
を
減
じ
た
と
き

※
申
請
に
は
罹
災
証
明
書
ま
た
は

被
災
証
明
書
が
必
要
で
す
。詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

床
上
、床
下
浸
水
の
被
害
を
受

け
た
人
を
対
象
に
、家
屋
の
洗
浄

な
ど
の
た
め
、通
常
の
月
よ
り
多

く
使
用
し
た
水
量
に
つ
い
て
、使

用
料
金
を
減
免
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、11
月
下
旬
に
減

免
申
請
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
減
免
の
対
象
な
ど
、不
明
な
点

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
水
道
事
業
所
水
道
管
理
課（
業

務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

▼
建
設
部
下
水
道
課（
事
業
管
理

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
５
９
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罹
災
証
明
書
の
判
定
が
住
居
の
半

壊
ま
た
は
全
壊
で
あ
る
場
合
❹
住

居
全
体
が
滅
失
も
し
く
は
流
失
し

た
場
合

10
年（
据
え
置
き
期

間
３
年
、返
済
期
間
７
年
）

年
賦
、半
年
賦
、月
賦

の
い
ず
れ
か

▼
保
証
人
有
り
＝
無
利
子

▼
保
証
人
無
し
＝
年
１
・
５
％

災
害
援
護

資
金
借
入
申
込
書
、所
得
等
調
査

同
意
書
、罹
災
証
明
書

※
必
要
に
応
じ
て
診
断
書
な
ど
の

提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）

■
　

被
災
し
た
人
が
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
負
担
金

を
猶
予
し
ま
す

❶
罹
災
証
明
書
に
よ
り

全
壊
、大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊

と
判
定
さ
れ
た
人
❷
主
た
る
生
計

維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
場
合
❸
主
た
る
生
計

維
持
者
が
行
方
不
明
の
場
合
❹
主

た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止

ま
た
は
休
止
し
た
場
合
❺
主
た
る

生
計
維
持
者
が
失
職
し
、現
在
収

入
が
無
い
場
合

※
受
給
証
が
無
く
て
も
利
用
可
能

■
　

住
家
の
被
害
程
度
と
再
建
方
法

に
応
じ
、支
援
金
を
支
給
し
ま
す

❶
住
家
が
全
壊
、大
規

模
半
壊
し
た
世
帯
❷
半
壊
し
、や

む
を
得
ず
住
家
を
解
体
し
た
世
帯

対
象
者
に

通
知
し
ま
す
。支
給
額
、申
請
方
法

な
ど
、詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
福

祉
総
務
係
・
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

▼
各
総
合
支
所
市
民
課

■
　

低
所
得
世
帯
や
障
が
い
者
、高

齢
者
が
同
居
す
る
世
帯
に
対
し
、

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

被
災
し
た
低
所
得
世

帯
、障
が
い
、高
齢
者
が
い
る
世
帯

で
、災
害
援
護
資
金
制
度
に
該
当

し
な
い
世
帯

※
自
動
車
の
水
没
な
ど
に
よ
る
修

理
、買
い
換
え
も
対
象
で
す

１
５
０
万
円

▼
保
証
人
有
り
＝
無
利
子

▼
保
証
人
無
し
＝
年
１
・
５
％

７
年
以
内（
据
え
置

き
期
間
は
貸
付
後
６
カ
月
以
内
）

罹
災
証
明

書
、被
災
証
明
書
、現
況
が
分
か
る

書
類
や
写
真
、見
積
書
な
ど

■
　

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、当

面
の
生
活
費
を
必
要
と
す
る
世
帯

に
対
し
、小
口
資
金
を
貸
し
付
け

す
る
制
度
で
す

被
害
を
受
け
た
人
で
、当

面
の
生
活
費
を
必
要
と
す
る
世
帯

※
連
帯
保
証
人
不
要

10
万
円（
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
20
万
円
）

無
利
子３

年
以
内（
据
え
置

き
期
間
は
貸
付
後
１
年
以
内
）

当
面
の
間

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

罹
災
証
明

書
、被
災
証
明
書
な
ど

■
　

低
所
得
世
帯
に
対
し
、無
利
子

で
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

低
所
得
者
で
、１
年
以

上
市
内
に
居
住
す
る
世
帯

※
連
帯
保
証
人
必
要

５
万
円

無
利
子
、無
担
保

１
年
以
内（
猶
予
期

間
２
カ
月
を
含
む
）

罹
災
証
明

書
、被
災
証
明
書
な
ど

▼
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

▼
各
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
支

所
　

自
ら
の
住
居
に
居
住
で
き
な
い

人
に
２
年
間
ま
で
応
急
仮
設
住
宅

を
提
供
し
ま
す

罹
災
証
明
書
で
全
壊
、大

規
模
半
壊
、半
壊
の
判
定
を
受
け

た
人
で
、住
居
に
居
住
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人

※
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
と
併
用

は
で
き
ま
せ
ん

※
光
熱
水
費
、駐
車
場
代
は
入
居

者
負
担
で
す

■
　

被
災
し
、自
ら
の
資
力
で
は
修

理
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、一
定

の
範
囲
内
で
応
急
修
理
を
し
ま
す

罹
災
証
明
書
で
全
壊
、大

規
模
半
壊
、半
壊
、一
部
損
壊（
準

半
壊
）の
判
定
を
受
け
、住
宅
を
修

理
す
れ
ば
居
住
が
可
能
に
な
り
、

避
難
し
な
く
て
済
む
場
合
で
資
力

が
十
分
で
な
い
世
帯

※
応
急
仮
設
住
宅
制
度
と
併
用
は

で
き
ま
せ
ん

※
こ
の
支
援
制
度
は
、補
助
金
等
を

給
付
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
す
で
に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
て

も
、支
払
い
ま
で
至
っ
て
い
な
い

場
合
は
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

屋
根
、柱
、床
組
、外
壁
、

基
礎
、ド
ア
、窓
な
ど
の
開
口
部
、

上
下
水
道
、電
気
、ガ
ス
な
ど
の
配

管
、配
線
の
応
急
修
理

▼
半
壊
以
上
＝
59
万
５
千

円
▼
準
半
壊
＝
30
万
円

建
設
部
営
繕
課（
中

田
庁
舎
２
階
）へ
事
前
に
相
談
の

上
、備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、必
要
書
類（
罹
災

証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い

建
設
部
営
繕
課

（
営
繕
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
４
４
６

市
内
の
半
壊
ま
た
は
床
上

浸
水
以
上
の
被
害
を
受
け
た
建
物

の
放
送
受
信
契
約

※
免
除
に
は「
放
送
受
信
料
免
除
申

請
書
」が
必
要
で
す
。配
布
方
法
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

10
、11
月
分

仙
台
拠
点
放
送
局

営
業
推
進
部（
み
や
ぎ
営
業
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）１
０
４
２
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市民税 34億 3,831 万円（6.3％）、固定資産税 35億 2,119 万円（6.5％）、軽自動車税２億 9,917
万円（0.6％）、市たばこ税５億9,084万円（1.1％）、水利地益税65万円（0.0％）
普通交付税 154億 4,622 万円（28.5％）、特別交付税 11億 3,952 万円（2.1％）、震災復興特別交
付税43億 2,114 万円（8.0％）

（※ 1）

（※ 2）

（※１）

（※２）
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商工費13億 7,499 万円（2.6％）
議会費2億 9,499 万円（0.5％）
労働費8,701万円（0.2％）
災害復旧費 3,386 万円（0.1％）

（※3）

企画部財政課
☎0220（22）2159

（※3）
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　「第15回登米市産業フェスティバル」が10月６日、迫
体育館と迫中江中央公園を会場に開かれ、約１万１千
人の来場者でにぎわいました。
　体育館内には、電子部品や食品加工など、市内企業の
製品が展示され、研究と挑戦を重ね続ける自社技術の
紹介やデモンストレーションが披露されました。屋外
では、市内の特産品やはっと、油

あぶら

麩
ふ

丼などの飲食コーナ
ーが設けられ、来場者は舌鼓を打ちました。土田美

み

貴
き

さ
ん（37）＝栗原市＝は「身近なものや最先端の技術が、登
米市内に数多くあることに驚きました。未来に向けて
発展し続けてほしいですね」と期待を込めていました。

村田製作所が開発したロボット「チアリーディング部」のかわい
いしぐさに、来場者は終始目を奪われていました。

　「第23回佐沼秋のフリーマーケット」（登米中央商店
会協同組合主催）は10月20日、迫中江中央公園などで開
かれ、約３万５千人が来場しました。
　市内外から450のブースが出店。自衛隊や警察による
体験コーナーや佐沼小・中学校による吹奏楽などが披
露され、会場はにぎわいました。出店した高橋由

ゆ

紀
き

子
こ

さ
ん（68）＝迫町鉄砲丁＝は「登米市を盛り上げようと、４
月に女性たちによる『九

ここ の え か い

重会』を結成し、その仲間たち
と出店しました。フリマは会話しながら販売するのが
楽しいですが、ほかのお店を回って買い物できるのも
魅力ですね」と笑顔を見せていました。

来場者は懐かしい商品を見つけると、出店者と思い出話に花を
咲かせていました。

　「おくのほそ道ツアー」（浅水ふれあいセンター主催）
は10 月19 日、登米市内で開かれ、12 人の参加者が市内
に残る松尾芭

ば

蕉
しょう

行脚の軌跡をたどりました。
　参加者は、柳津虚空蔵尊や芭蕉一宿之跡など北上川
沿いを中心に、芭蕉が巡った13 カ所のスポットについ
て解説を聞きながら見学。この地に残る偉人の足跡に
思いをはせながらツアーを堪能しました。大畑典

のり

子
こ

さ
ん（67）＝中田町長谷＝は「昨年、おくの細道の本を読ん
で松尾芭蕉に興味が湧き、今回初めて参加しました。芭
蕉のこと以外にも北上川などの地元の歴史がたくさん
知れて勉強になりました」と話していました。

案内人を務めた酒井哲
て つ

雄
お

さんは「芭蕉がたどった歴史が登米に
あることをたくさんの人に知ってほしい」と思いを語りました。
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　「子供議会2019」（とめ青年会議所など主催）は10月22
日、市役所議場で開かれ、市内10校から選ばれた20人の
中学生が議員となって、市長らと議論を交わしました。
　子供議員は「学生が学習に集中できる環境整備をし
てほしい」「交流人口を増やすイベント作りが必要」な
ど、普段の生活の中で感じていることを質問しました。
議長を務めた古内琴

こと

さん＝中田中２年＝は「登米市を
もっといいまちにしたいという気持ちを話すことがで
きて、とてもいい経験になりました。これからも機会を
見つけて、自分たちの意見を提言していきたいです」と
まちづくりへの意識を新たにしていました。

「はい、議長」。挙手をして、議長から発言の許可を受ける子供議
員。まちの未来のために、真剣に意見や要望を発言しました。

牧野社長（中央）は「来年３月の操業予定で、高校生の採用も進め
ている。徐々に製造規模を拡大していきたい」と話しました。

　「牧野精工の登米市への立地に関する協定式」は10
月29日、市消防防災センターで開かれ、市は県（鈴木秀

ひで

人
と

経済商工観光部長）と牧野精工（牧野洋
よう

一
い ち

代表取締役
社長）と新工場進出の立地協定を結びました。
　同社は、大阪府に本社を置き、建設機械などの油圧機
器の部品を製造・販売する企業で、豊里町内の工場跡地
を利用して東北へは初進出。協定書には、工場の改修や
事務手続きの支援、地元の雇用に配慮することなどの
内容が盛り込まれています。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「県や関係
機関と連携しながら支援していきたい。地域に根ざし
た企業として発展してほしい」と期待を寄せました。

　「味覚のアトリエ」は10月20日、石森ふれあいセンタ
ーで開かれ、市内外から21人が参加しました。
　1990年にフランスで始まった味覚の教育活動「味覚
の一週間」。日本では2011年から活動が始まり、全国各
地でさまざまな取り組みが実施されています。その一
環として、「フレンチ割烹ドミニク・コルビ」オーナーの
ドミニク・コルビ氏による料理教室「味覚のアトリエ」
が本市で開催。参加した加藤静

しず

枝
え

さん（44）＝迫町江合
＝は「あえて生のタマネギを入れて食感を出すなど、五
感を意識した調理を学びました。カフェで料理を作っ
ているので、参考にしたい」と感想を述べました。

参加者は市産食材をふんだんに使ったフランス料理から、味わ
うことの大切さや食べることの楽しさを学んでいました。
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過
去
１
年
間（
平
成
30
年
８
月

〜
令
和
元
年
７
月
）の
農
地
の
賃

借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
場

合
は
、こ
の
情
報
を
参
考
に
、貸
し

手
と
借
り
手
の
双
方
で
協
議
し
て

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

市
内
外
各
地
か
ら〝
ほ
っ
と
〞

す
る
は
っ
と
料
理
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
す
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、は
っ
と
踊

り
や
よ
さ
こ
い
な
ど
の
演
出
が
あ

る
ほ
か
、会
場
に
は
姉
妹
都
市
で
あ

る
富
山
県
入
善
町
か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
〜

ル
３
世
が
友
情
出
演
。み
や
ぎ
応
援

ポ
ケ
モ
ン「
ラ
プ
ラ
ス
」も
登
場
し
ま

す
。こ
の
会
場
で
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
味
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

迫
中
江
中
央
公
園（
市
役

所
迫
庁
舎
前
）

第
16
回
日
本
一

は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
事
務
局

▼
登
米
市
観
光
物
産
協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）４
６
４
８

▼
産
業
経
済
部
商
業
観
光
課（
観

光
物
産
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

平
成
25
年
度
か
ら
移
転
新
築
を

進
め
て
い
た
、新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
12

月
２
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。移
転

に
伴
い
、今
ま
で
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
11
月
30
日
で
稼
働
を
停

止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

設
備
し
た「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推

進
施
設
」で
は
、ご
み
の
焼
却
で
発

生
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
発
電
し
、そ
の
電
力
を
施
設
の

運
転
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
施
設
」は
、燃
や
せ
な
い
ご

み
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
・
可
燃
性
粗

大
ご
み
の
中
か
ら
鉄
や
ア
ル
ミ
な

ど
の
資
源
物
を
回
収
し
て
再
資
源

化
で
き
る
施
設
で
す
。

■▼
車
両
の
計
量
器
を
入
口
と
出
口

の
２
カ
所
に
設
置
し
ま
す

▼
ご
み
処
分
手
数
料
は
、自
動
精

算
機
で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す

▼
死
亡
し
た
小
動
物
の
焼
却
専
用

炉
を
併
設
し
ま
す

■登
米
市
豊
里
町
笑
沢
１
５
３
―
22

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２
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こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
を
付
け
た
人

を
見
掛
け
た
場
合
は
、「
お
困
り
で

す
か
」「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う

か
」な
ど
の
声
掛
け
や
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち『
と

め
』」を
み
ん
な
で
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

12
月
３
か
ら
９
日
ま
で
は
、「
障

害
者
週
間
」で
す
。障
が
い
福
祉
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、障

が
い
者
の
社
会
参
加
意
欲
を
高
め

る
た
め
の
期
間
で
す
。

　

市
で
は
、「
と
も
に
支
え
あ
う
ま

ち『
と
め
』」の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。目
標
の
実
現
に
は
、障
が
い
に

対
す
る
関
心
・
理
解
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

左
記
の
マ
ー
ク
は
障
が
い
に
関
す

る
マ
ー
ク
の
一
例
で
す
。

東北農政局長賞を受賞した東北農政局長賞を受賞した
「よし号」と石川信喜さん「よし号」と石川信喜さん

　

令
和
元
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会
は
９
月
、出
品
部
門
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、登
米
市
か
ら
出

品
し
た
牛
や
豚
が
各
部
門
で
数
多

く
上
位
に
入
賞
。肉
用
牛
と
肉
豚

の
両
部
門
で
団
体
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、生
産
者
の
畜
産
技
術
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。各
部
門
の

入
賞
者
は
次
の
通
り（
敬
称
略
。最

優
秀
賞
ま
で
を
掲
載
）。

▼
最
優
秀
賞
２

席
＝
小
野
寺
正
人（
迫
）▼
最
優
秀

賞
３
席
＝
佐
々
木
昌
典（
豊
里
）

▼
最
優
秀
賞
２

席
＝
船
島
一
芳（
中
田
）

▼
最

優
秀
賞
１
席
＝
石
川
信
喜（
南
方
）

▼
最
優
秀
賞
５
席
＝
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ

（
中
田
）

▼
最
優
秀
賞
１
席
＝
登

米
和
牛
育
種
組
合 

粕
谷
邦
夫（
中

田
）、Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田
）＝（

第
３
区

経
産
）石
川
信
喜（
南
方
）

▼
前
躯
賞（
第
１
区
若

雌
の
１
）＝
小
野
寺
正
人（
迫
）▼
乳

徴
賞（
第
３
区
）＝
石
川
信
喜（
南
方
）

▼
体
上
線
賞
＝（
第
２
区
若
雌
の
２
）

船
島
一
芳（
中
田
）▼
体
積
・
均
称
賞

＝（
第
３
区
経
産
）石
川
信
喜（
南
方
）

＝
登
米
地
区

▼
名
誉

賞
、農
林
水
産
大
臣
賞
、宮
城
県
知

事
賞
、最
優
秀
賞
３
席
＝
ピ
ッ
グ
夢

フ
ァ
ー
ム（
豊
里
）

▼
最
優
秀
賞
＝

伊
豆
沼
農
産（
迫
）

＝
登
米
地
区

▼
最
優
秀
賞

３
席
＝
鈴
木
貴
博（
南
方
）

産
業
経
済
部
農
産
園

芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３
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　市では次世代に負担を残さない効果的・効率的な
公共施設などの在り方を実現するため、施設の延べ
床面積を2015年から35年までの20年間で、25％縮減
することや、公民連携による民間活力導入を検討し
ています。
　仙台学寮は67年間、学生のために役割を果たして
きましたが、施設設備の老朽化や社会情勢の変化な
どにより、３月に閉寮しました。市では、閉寮した仙
台学寮敷地の立地条件を生かしたアイデアを募集し
ます。
■

仙台市青葉区堤町一丁目５番地26
1981年７月

鉄筋コンクリート造２階建
487.80㎡

■
「仙台学寮利活用アイデア応募用紙」に必要事項を記
入のうえ、下記の場所に設置した受付ボックスまで
ご提出ください。

各総合支所、各公
民館
※ファクシミリやEメール、市公式ホームページで
も受け付けます
※いただいた意見に対し、個別の回答はしませんの
でご了承ください

12月20日（金）

①
澁
谷
蓮
太（
南

方
）12
秒
44
②
三
塚
怜
和（
中
田
）③
上
野

竜
平（
佐
沼
）

①
千
葉
雄
翔（
南

方
）12
秒
32
②
菅
原
栄
斗（
佐
沼
）③
鈴
木

貴
博（
中
田
）

①
佐
々
木
清
翔（
津

山
）23
秒
97
②
菅
原
栄
斗（
佐
沼
）③
千
葉

雄
翔（
南
方
）

①
鈴
木
貴
博（
中
田
）

１
分
00
秒
66
②
千
葉
詩
苑（
登
米
）③
加

藤
寿
騎（
米
山
）

①
藤
井
大
誠（
登
米
）

２
分
23
秒
27
②
柴
田
颯
翔（
米
山
）③
佐

藤
颯
世（
石
越
）

①
金
田
達
也（
登

米
）４
分
49
秒
85
②
渡
邊
留
唯（
南
方
）③

岩
渕
慈
玄（
佐
沼
）

①
白
石
陽
太（
中

田
）９
分
54
秒
82
②
千
葉
秀（
米
山
）③
塚

本
真
彩
斗（
登
米
）

①
青
田
理

仁（
米
山
）18
秒
32
②
大
澤
澪（
中
田
）③

須
藤
湊
翔（
米
山
）

①
南
方（
佐
々

木
・
澁
谷
・
高
橋
・
千
葉
）
48
秒
91
②
津

山
（
菅
野
・
佐
々
木（
清
）・
及
川
・
佐
々
木

（
悠
））
③
中
田（
三
塚
・
鈴
木
・
及
川
・
大

澤
）

①
髙
橋
煌
稀（
佐
沼
）１

㍍
50
②
佐
々
木
仁（
東
和
）③
佐
々
木
歩

夢（
登
米
）

①
青
田
理
仁（
米
山
）２

㍍
60
②
佐
藤
風
雅（
米
山
）③
千
葉
櫂
己

（
佐
沼
）

①
大
澤
澪（
中
田
）５
㍍

33
②
三
浦
有
人（
中
田
）③
伊
藤
夢
生（
米

山
）

①
藤
原
陵
介（
南
方
）10

㍍
56
②
阿
部
凌
成（
米
山
）③
髙
橋
駿
太

朗（
米
山
）

①
須
藤
湊
翔（
米
山
）

１
２
７
５
点
②
鈴
木
隆
也（
南
方
）③
畠

山
拓
翔（
中
田
）

①
木
川
海（
佐

沼
）13
秒
82
②
木
村
莉
緒（
登
米
）③
高
橋

心
月（
佐
沼
）

①
千
葉
咲
依（
佐

沼
）13
秒
51
②
岩
渕
ゆ
い
な（
豊
里
）③
石

川
結
愛（
佐
沼
）

①
石
川
結
愛（
佐
沼
）

29
秒
05
②
沼
倉
璃
恋（
米
山
）③
佐
藤
美

惟（
中
田
）

①
木
川
海（
佐
沼
）２

分
42
秒
09
②
武
川
裕
奈（
佐
沼
）③
伊
藤

心
愛（
東
和
）

①
島
尾
知
咲（
豊

里
）５
分
43
秒
96
②
佐
々
木
美
桜（
登
米
）

③
佐
藤
こ
こ
な（
石
越
）

①
浅
野
結

菜（
中
田
）15
秒
74
②
千
葉
咲
依（
佐
沼
）

③
須
藤
彩
夏（
米
山
）

①
佐
沼（
高

橋
・
千
葉
・
石
川
・
木
川
）53
秒
94
②
中
田

（
芳
賀
・
古
内
・
佐
藤
・
浅
野
）③
米
山（
及

川
・
久
保
・
林
・
沼
倉
）

①
鈴
木
彩
優
里（
中
田
）

１
㍍
35
②
菅
原
七
星（
中
田
）③
及
川
里

桜（
東
和
）③
菅
原
亜
湖（
佐
沼
）

①
佐
藤
美
惟（
中
田
）４

㍍
41
②
横
山
夢
果（
佐
沼
）③
小
野
寺
美

優（
佐
沼
）

①
古
内
琴（
中
田
）８
㍍

51
②
大
森
楓
香（
豊
里
）③
佐
々
木
花
音

（
豊
里
）

①
浅
野
結
菜（
中
田
）

２
２
３
４
点

①
佐
沼
②
中
田
③
米
山

①
中
田
②
佐
沼
③
米
山

①
佐
沼
②
中
田
③
登
米

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091
0220（22）3328
〒987-0511
登米市迫町佐沼字中江２―
６―１
死somu-somu@city.tome.
miyagi.jp
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

 ▶

☎

　

☎

㊎
 ☎

㊎
 ☎

㊋
 ☎

㊌
 ☎

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊ ☎

㊋
☎

☎

☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

　

☎

60
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

❶
仙
南
校
❷
大
崎
校
❸
石

巻
校
❹
気
仙
沼
・
本
吉
校
❺
登
米
・

栗
原
校

各
校
40
人

年
間
21
日（
２
学
年
制
）

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
目
指
し
、地
域
貢
献
に
必
要
な

知
識
を
身
に
付
け
ま
す

12
月
１
日（
日
）〜
令

和
２
年
２
月
29
日（
土
）

年
間
２
万
円（
別
途
入

学
金
＝
５
千
円
）

社
会
福
祉
協
議
会
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
、必
要
事

項
を
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ

さ
い

※
申
込
書
は
、宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

宮
城

県
社
会
福
祉
協
議
会
い
き
が
い
健

康
課

☎
０
２
２（
２
２
５
）８
４
７
７

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
づ
く
り
と
健
康
で
明
る

い
登
米
市
を
目
指
し
、ス
ポ
ー
ツ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
15
日（
日
）午
後
２
時

〜（
午
後
１
時
開
場
）

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

錣し
こ
ろ

山や
ま

矩つ
ね

幸ゆ
き

氏（
錣
山
部
屋 

師
匠
／
元
関
脇
寺
尾
）

「
私
の
相
撲
人
生
」

３
０
０
人

無
料（
要
整
理
券
）

市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
、各
総
合
支
所
、市

内
各
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、各
地
区
体
育
協
会

登
米
市
体
育
協
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
３
０
２
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迫
　佐沼中学校（鎌田鉄

てつ

朗
ろう

校長、生徒435人）の「総合防災訓
練」は10月15日、同校の敷地内で開かれ、生徒や保護者、地
域住民など約480人が参加しました。
　総合防災訓練は、災害時の安全確保と地域内の連携を高
めるために毎年開催されているもので、当日は防災マップ
作り、炊き出しや避難所開設訓練などを実施。参加した生
徒からは「日頃の備えが大事だと思った」といった声が聞か
れ、参加者は防災への意識を新たにしていました。

登米
　「第46回とよま文化祭」（登米文化協会、とよまコミュニ
ティ運営協議会主催）は10月19、20の両日、登米公民館
で開かれ、約300人が訪れました。
　文化協会会員や小中高生の作品が展示されたほか、飲食
コーナーでは、はっと汁や五平餅が販売。登米総合支所市
民課の職員による健康体験コーナーでは、１日の栄養摂取
目標量を食品模型で分かりやすく展示し、来場者に健康宣
言をしてもらうなど、健康への意欲を高めました。

東和
　「東和の秋まつり」（同実行委員会主催、及川浩

ひろし

実行委員
長）が10月26日、東和総合支所特設会場で開かれました。
　会場には、小中学生、文化協会会員の芸術作品や秋の草花
を使った生け花の展示、囲碁クラブによる囲碁体験、地元産
野菜や工芸品の販売、軽食コーナー、東和中学校の起業教育
模擬店が出展。ステージでは、文化協会の芸能発表や小中学
校の合奏と合唱、佐沼高校吹奏楽部の演奏などが披露され、
来場者は思い思いに東和の秋を楽しんでいました。

中田

TOWNS TOPICS

　「第28回なかだ音楽祭『秋を奏でる演奏会』」（同実行委
員会主催、只野正

まさ

昭
あき

実行委員長）は10月14日、登米祝祭劇
場で開かれ、約300人の聴衆を魅了しました。
　音楽祭は、市内で活動する音楽団体や中田町内の小中学
校から15組が参加。吹奏楽や合唱、大正琴、バンドなど、さ
まざまなジャンルの音楽が披露されました。フィナーレで
は、全ての合唱団体と吹奏楽が合同で演奏。壮大なハーモ
ニーに、客席からはひときわ大きな拍手が送られました。
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豊里
　「第５回豊里水辺の公園パークゴルフ大会」（豊里地区体
育協会主催、菊池亮

あきら

会長）は10月６日、同パークゴルフ場
で開かれ、市内の愛好者ら147人が参加しました。
　大会は、秋晴れのすがすがしい青空のもと、１グループ
４人で４コース36ホールの合計打数を競いました。参加者
は、緑鮮やかな芝生の上で一打ごとに一喜一憂。ホールイン
ワンが出ると大きな歓声が上がるなど、日頃の練習の成果
を思う存分発揮しながら、親睦を深めていました。

石越
　石越地区の「交通死亡事故ゼロ1500日達成表彰及び宮
城県警察本部交通部長感謝状贈呈式」は10月３日、石越公
民館で行われ、登米市交通安全対策協議会と佐沼警察署か
ら石越コミュニティ運営協議会（菅原健

けん

一
いち

会長）へ表彰状
が、石越総合支所へ感謝状が贈られました。
　同地区は、10月２日に交通死亡事故ゼロ1500日を達
成。菅原会長は「地域の皆さんと協力し、これからも記録を
伸ばしていきたい」と抱負を述べました。

津山
　台風19号の浸水被害を受けて休業していた「道の駅津
山」は10月26日、敷地内で被害が少なかった物産館に拠点
を移し仮オープンしました。
　浸水による泥などが撤去され、地域住民から再開の要望
があったことから、運営する協同組合もくもくランドが仮
オープンを決断。訪れた常連客とスタッフは、久しぶりの再
会に会話を弾ませました。道の駅津山では、復旧作業を担う
ボランティアを募集しています（☎0225（69）2341）。

米山
　「第14回ふるさとよねやま秋まつり」（同実行委員会主
催、鈴木敬

けい

一
いち

会長）が11月２、３の両日、米山総合支所周辺
や道の駅米山を会場に開かれました。
　米山体育館のステージでは、米山町内の幼稚園、小中学
校、文化協会による演奏やダンスなどが披露。屋外では縁日
コーナーや出店、姉妹都市富山県入善町の紹介ブースが設
置されたほか、よさこい演舞、ちびっこ相撲大会も催され、
たくさんの来場者が秋のひとときを満喫しました。

南方
　「令和元年度関東地区宮城県南方町人会60周年記念総
会・懇親会」（同町人会主催、佐々木勝

かつ

雄
お

会長）は10月27日、
東京都台東区にある上野公園グリーンパークで開かれ、南
方町出身者など105人が参加しました。
　町人会は、関東などの南方町出身者による親睦と継続し
た古里との交流が目的。総会では、佐々木会長が60周年を
迎えた感謝を述べ、南方中学校へ記念品が贈呈されました。
参加者らは懐かしい思い出を語り合い、旧交を温めました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　図書館ボランティアだっこ・ラッコによる「クリス
マスおはなし会」を開催します。クリスマスにちなん
だ絵本の読み聞かせやパネルシアターなど、ワクワ
クするような内容が盛りだくさん。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

12月21日（土）
午前10時30分～

迫図書館（２階研修室）

無料

㊌
㊏ ㊏
㊏ ㊌
㊏ ㊏ ㊌
㊏ ㊌
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　161㌢でＢ型です。
　コメリハード＆グリーン加賀野

店で働いて２年目になります。高校生の時は、
米山店でアルバイトをしていました。進路を
考えた時に、従業員の人たちや家族から「正
社員を目指してみたら」と後押しされ、採用
試験を受けました。社内には、専門商品の知
識や技能向上のために、勉強会や実習、試験
を通して３級から１級へ昇級していくマイ
スター制度や業務に必要な資格取得サポー
トなどがあり、マイスター３級と危険物取扱
者乙種第四類に合格しました。さらに２級、
１級と業務に役立つ資格を取得できるよう
に日々勉強しています。お客さまに「鈴木さ
んから商品を教えてもらいたい」と言われる
ことも増えてきて、名前と顔を覚えてもらえ、
頼りにされることはとてもうれしいですね。

　人見知りしないので、誰とで
も仲良くなれますね。周りからは、いつも笑
顔だねと言われます。

　買い物や映画など出掛けること
が多いです。一関や盛岡など岩手県にドライ
ブに行くことも多いですね。

　好きになった人が理想な
ので、具体的には難しいですね。私を大事に
してくれる人がいいです。

　家族で旅行に行き
たいです。今、那須ハイランドで遊んで、福島
の温泉で一泊という計画を立てています。そ
して家族みんなで写真を撮りたいです。

　登米市はほっとで
きるまち。魅力は自然の豊かさだと思います。
登米市産の白米は一番好きな食べ物です。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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2017年２月22日生まれ
南方町・須崎　慶典さんの長男

くん（２歳）

食べるのが大好き、わが家のやん
ちゃ君。たくましく、大きくなってね。

Monthly Hot Communication

Child

ちゃん（２歳） ちゃん（１歳）

2017年９月22日生まれ
迫町・永田　武文さんの長女
パパとママは毎日成長している姿を
見られるのがとても幸せです。

2018年10月28日生まれ
米山町・中新田　有座さんの次女
優しいお姉ちゃんに遊んでもらって、
いつもにこにこ、ぷくぷく実央ちゃ
ん。健やかに育ちますように。

みんなに感動と笑顔を
　私は将来、イラストレーターになりたい
と思っています。昔から絵を描くことが大
好きで、自分が納得のいく絵を描けたとき
は何よりも達成感や喜びを感じます。
　私は絵を描く力を磨くために、４月から
油絵教室に通っています。そこでは、絵の技
術やデッサン方法、色の塗り方などを学ん
でいます。学んだことをしっかり生かし、自
分が納得できる作品を少しでも多く仕上げ
られるようになりたいです。
　しかし、最近は絵に夢中になるあまりに、
勉強がおろそかになっています。勉強にも
力を入れながら、勉強と絵の両立ができる
ように頑張ります。
　私は今、夢に向かって絵を描き続けてい
ます。いつか、みんなが私の絵を見て、喜ん
だり、感動したり、笑顔になる姿を夢見なが
ら、日々、努力を重ねていきたいと思いま
す。
　この夢を自分の手で実現できるように。



30

Half Century
Monthly Hot Communication

母
親
が
嫁
探
し
し
て
だ
み

た
い
で
、そ
っ
ち
こ
っ
ち
の
親
戚

が
ら
情
報
を
仕
入
れ
て
、最
終
的

に
家
内
の
家
に
乗
り
込
ん
で
話
を

ま
と
め
で
き
た
ん
だ
な（
笑
）。

親
同
士
で
決
め
だ
ご
ど

だ
か
ら
、何
も
言
う
ご
ど
な
か
っ

た
ね
。

教
師
に
な
る
夢
が
あ
っ
て
、

高
校
卒
業
後
は
農
業
し
な
が
ら

勉
強
し
て
、14
年
か
け
て
教
師
に

な
っ
た
の
。勤
務
地
は
岩
手
県
二

戸
で
、家
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
ら

単
身
赴
任
。家
内
が
一
通
り
農
業

で
ぎ
だ
が
ら
助
か
っ
た
な
。

「
故
郷
へ
の
感
謝
の
思
い
」

　
「
薫
ち
ゃ
ん
は『
僕
ね
、今
の
汽
車

で
来
た
ん
だ
よ
』と
息
を
切
ら
し
な

が
ら
、走
っ
て
浅
水
に
来
た
ん
だ

よ
」と
、中
田
に
住
む
い
と
こ
は
70

年
以
上
た
っ
た
今
も
、懐
か
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
す
。東
京
立
川
飛

行
場
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
た
昭
和

19
年
の
秋
、頻
繁
に
あ
っ
た
米
軍
の

空
襲
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、母

が
浅
水
の
実
家
に
私
と
妹
を
預
け

に
来
た
時
の
話
で
す
。

　

戦
後
は
、父
母
も
自
宅
を
焼
き

出
さ
れ
、家
族
み
ん
な
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、数
年
後
、

父
は
戦
時
の
負
傷
が
も
と
で
亡
く

な
り
、以
来
、母
の
実
家
で
高
校
に

入
る
ま
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
初
の
小
学
生
と
し
て
、小

学
校
に
入
学
。教
科
書
は
１
学
期

の
終
わ
り
頃
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
、

ノ
ー
ト
代
わ
り
の
石
板
に
先
生
か

Monthly Hot Communication

One's Home

と
に
か
く
働
い
だ
ね
。

田
植
え
や
稲
刈
り
時
期
に
は
、近

所
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
作
業
す

る「
結ゆ

い

っ
こ
」で
助
け
合
っ
て
い
た

か
ら
、夫
が
い
な
く
て
農
作
業
が

大
変
だ
ど
思
っ
た
ご
ど
は
な
い
よ
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
お

茶
飲
み
会
が
な
。二
人
で
行
っ
て
、

み
ん
な
で
話
し
た
り
、お
い
し
い
物

を
食
べ
た
り
し
て
く
ん
の
。

お
互
い
に
尊
敬
の
心
を
持

つ
こ
と
だ
ね
。そ
う
す
れ
ば
、夫
婦

げ
ん
か
に
な
っ
こ
ど
な
い
。あ
ど

は
、感
謝
の
心
。仕
事
で
家
を
空
け

る
の
を
、何
も
言
わ
ず
に
送
り
出

し
て
く
れ
だ
の
に
は
感
謝
だ
ね
。

尊
敬
し
合
え
れ
ば
、け
ん
か
に
な
っ
こ
ど
ね

ら
も
ら
っ
た
丸
印
は
、家
に
着
く

頃
に
は
、ほ
と
ん
ど
消
え
て
見
え

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

中
で
も
、み
ん
な
で
仲
良
く
あ
ぜ

道
を
駆
け
た
り
、線
路
の
土
手
を

滑
っ
た
り
し
な
が
ら
通
学
し
ま
し

た
。同
級
生
や
近
所
の
子
ど
も
た

ち
と
は
、そ
り
滑
り
、堀
や
小
川
で

の
魚
捕
り
や
水
遊
び
、田
ん
ぼ
で

野
球
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

ふ
と
思
い
出
す
田
舎
の
生
活
は

懐
か
し
く
、心
地
よ
い
も
の
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。「
お
茶
っ
こ
し
さ

え
」と
声
を
掛
け
る
と
、近
所
の
人

た
ち
が
集
ま
り
、縁
先
で
楽
し
そ

う
に
語
ら
っ
て
い
た
光
景
は
心
か

ら
離
れ
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
、農
作
業
の
手
伝

い
、共
同
の
道
路
や
水
路
の
手
入

れ
、冠
婚
葬
祭
の
役
割
分
担
、寄
り

合
い
と
い
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、暮

ら
し
の
中
で
の
助
け
合
い
。み
そ
、

し
ょ
う
ゆ
、納
豆
、麦
芽
で
作
る
あ

め
、豆
腐
、干
し
柿
、冬
場
は
し
み

豆
腐
、し
み
大
根
な
ど
の
暮
ら
し

に
根
付
い
た
食
材
。牛
や
鶏
を
飼

い
、魚
介
は
農
産
物
と
の
物
々
交

換
。季
節
の
山
菜
や
漬
物
、保
存
食
、

祭
り
の
ご
ち
そ
う
な
ど
、全
て
が

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い

財
産
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

浅
水
で
過
ご
し
た
時
に
得
た
、

助
け
合
い
な
が
ら
み
ん
な
で
共
に

生
き
る
素
晴
ら
し
さ
は
、私
の
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、新
米
が
お
勧
め

で
す
。期
間
限
定
で
す
が
、「
登
米

産
サ
サ
ニ
シ
キ
ご
は
ん
の
日
」と

し
て
、サ
サ
ニ
シ
キ
の
消
費
拡
大

に
取
り
組
ん
で
お
り
、12
月
１
日

ま
で
の
土
日
、祝
日
は
レ
ス
ト
ラ

ン
で
提
供
す
る
ご
は
ん
と
店
舗
の

お
に
ぎ
り
に
新
米
サ
サ
ニ
シ
キ
を

使
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、年
２
回
、夏
と
冬
に
発
送

し
て
い
る「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」は

人
気
商
品
。米
、み
そ
、切
り
餅
や

旬
の
野
菜
な
ど
、地
元
産
の
商
品

を
詰
め
合
わ
せ
て
発
送
す
る
も
の

で
、都
会
で
暮
ら
す
親
戚
へ
の
お

中
元
や
お
歳
暮
に
ち
ょ
う
ど
い
い

と
、毎
回
多
く
の
注
文
を
い
た
だ

き
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
米
山
産
イ
チ
ゴ

「
も
う
い
っ
こ
」が
入
荷
す
る
予
定

で
す
。イ
チ
ゴ
は
、多
く
の
人
が
買

い
に
訪
れ
る
人
気
商
品
。お
早
め

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
１
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、11
月
29
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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海
外（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

派
遣
団
員
の
報
告
、各
国
の
音
楽

と
舞
踊
、郷
土
料
理
の
試
食
な
ど

※
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
併

せ
て
開
催
し
ま
す登

米
市
国
際
交
流

協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

❶
12
月
６
日（
金
）❷
12
月

10
日（
火
）❸
12
月
13
日（
金
）❹
12

月
17
日（
火
）❺
12
月
20
日（
金
）午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／
全
５

回

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー
）

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
、障
が
い
福
祉
や
手
話
に
関

｢

ピ
ノ
キ
オ｣

12
月
22
日（
日
）午
後
１
時

30
分
上
映
開
始

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２

階
第
１
研
修
室
）

幼
児
〜
大
人

無
料

先
着
50
人市

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

12
月
15
日（
日
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時

迫
公
民
館

】無
料（
一
品
持
ち
寄
り
）

心
が
あ
る
人

】市
手
話
通
訳
相
談
員
、ゲ

ス
ト
講
師（
聴
覚
障
が
い
者
）

聴
覚
障
が
い
や
手
話
に
つ

い
て
の
理
解
、簡
単
な
手
話
表
現

20
人
程
度（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

】無
料電

話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ（
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、手
話

教
室
受
講
希
望
と
明
記
の
上
、送

信
し
て
く
だ
さ
い
）

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
害
福
祉

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

税
務
申
告
相

談
・
９
人
程
度

令
和
２
年
１
月
６
日（
日
）

〜
３
月
31
日（
火
）

学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
者
お
よ
び
同
等
以

上
の
経
歴
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
、

公
務
員
な
ど
で
通
算
３
年
以
上
、

税
務
申
告
相
談
な
ど
の
業
務
経
験

が
あ
る
人

申
込
書
、職
務
経
歴

書
お
よ
び
試
験
実
施
要
綱
は
、平

日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
、総
務
部
人
事
課
お
よ

び
税
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
登
米

市
任
期
付
職
員
採
用
試
験
申
込
書

請
求
」と
朱
書
き
し
、宛
先
を
明
記

し
た
１
２
０
円
切
手
が
貼
っ
て
あ

る
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
版
が
入
る

大
き
さ
）を
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い

11
月
29
日（
金
）

※
申
込
受
付
は
、平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
し
、郵
送
の
場
合
は
11
月
29
日

（
金
）ま
で
必
着
の
も
の
に
限
り
ま

す

▼
１
次
試
験
＝
書
類

審
査
▼
２
次
試
験
＝
面
接
試
験

（
12
月
中
旬
予
定
）

※
２
次
試
験
は
１
次
試
験
合
格
者

の
み
対
象

総
務

部
人
事
課（
人
事
研
修
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

市
は
、令
和
２
年
度
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任

用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
導
入
す
る
新
た

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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「
家
族
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
学
ぼ
う
！
〜
家
族
の
コ
コ
ロ

を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
」講
座
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
に
在
住
す
る
男
女

12
月
７
日（
土
）午
後
２
時

〜
４
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー（
視
聴
覚
室
）

家
族
間
の
よ
り
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学

び
、お
互
い
の
考
え
方
や
価
値
観

の
違
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
を
目

指
し
ま
す20

人無
料

※
託
児
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

（
１
〜
６
歳
の
未
就
学
児
＝
先
着

５
人
程
度
）

電
子
メ
ー
ル
に
❶
参

加
者
の
氏
名
❷
住
所
❸
電
話
番
号

❹
託
児
希
望
者
は
、子
ど
も
の
氏

名
、年
齢
、生
年
月
日
を
記
入
の

上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い

11
月
29
日（
金
）（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

ル
）

▼
白
鳥
水
の
里
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
１
１

　

市
内
の
青
年
を
対
象
に
し
た
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

令
和
２
年
１
月
19
日（
日
）

午
前
７
時
〜 

午
後
６
時
30
分（
迫

公
民
館
発
着
）

岩
手
県
夏
油
高
原
ス
キ
ー

場

▼
初
心
者
コ
ー
ス
・
初
級

者
コ
ー
ス
▼
中
級
者
コ
ー
ス
・
上

級
者
コ
ー
ス

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す

市
内
在
住
の
20
〜
40

歳
の
男
女

40
人

３
５
０
０
円（
リ
フ
ト

代
・
交
通
費
な
ど
）

※
昼
食
、レ
ン
タ
ル
代
な
ど
は
自

己
負
担
で
す

令
和
２
年
１
月
10
日

（
金
）

※
先
着
順
で
す
の
で
、早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い迫

公
民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

が
必
要
な
職
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、そ
の
資
格
証
の
写
し
も
添
付

し
て
く
だ
さ
い

総
務
部

人
事
課
、医
療
局
経
営
管
理
課
、各

総
合
支
所
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

令
和
２
年
４
月

か
ら
任
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

12
月
２
日（
月
）か
ら
12
月
27
日

（
金
）ま
で
に
登
録
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
の
場
合
は

必
着
）

任
用
者
は
、登
録
さ

れ
た
人
の
中
か
ら
選
考
し
決
定
し

ま
す

総
務

部
人
事
課（
人
事
研
修
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

親
子
で
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
、歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
楽

し
む
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。開
催
時
間
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
７
日（
土
）

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

な
制
度
で
す
。こ
れ
ま
で
の
非
常

勤
職
員（
一
般
職
）、臨
時
職
員
、

パ
ー
ト
職
員
は
、会
計
年
度
任
用

職
員
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

保
育
士
、児
童
館
・
子
育
て

支
援
指
導
員
、幼
稚
園
講
師
、看
護

師
、准
看
護
師
、運
転
業
務
員
、一

般
事
務
員
、事
務
補
助
員
な
ど

※
職
種
ご
と
の
給
与
や
勤
務
時
間

な
ど
、勤
務
条
件
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
総
務
部
人
事
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ

る
募
集
要
綱
で
確
認
く
だ
さ
い

任
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、登
録
が
必
要
で
す
。登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、総

務
部
人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

に
持
参
す
る
か
総
務
部
人
事
課
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子
申
請

に
て
登
録
可
）

※
保
育
士
や
看
護
師
な
ど
、資
格

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

お正月飾り各種
大量入荷しました‼※写真はイメージです
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公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者（
団
体
）を
募
集
し
て
い

ま
す
。個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
29
日

（
金
）午
後
５
時

指
定
管
理

者
を
募
集
す
る
施
設
の
担
当
部
署

で
配
布
し
ま
す
。募
集
・
申
請
に
関

す
る
詳
細
は
、担
当
部
署
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

令
和
２
年
４
月
１
日

〜
令
和
５
年
３
月
31
日

公
の
施
設
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
で
書
類
、ヒ
ア
リ

ン
グ
審
査
に
よ
り
、管
理
運
営
に

最
も
適
し
た
団
体
を
候
補
者
に
選

定
し
ま
す
。そ
の
後
、市
議
会
で
の

承
認
を
受
け
、指
定
管
理
者
を
決

定
し
ま
す

２
人

❶
市
内
に
住
所
を
置

き
、居
住
し
て
い
る
❷
男
女
共
同

参
画
に
関
心
が
あ
る
❸
公
共
性
の

観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
❹

登
米
市
の
職
員
お
よ
び
市
議
会
議

員
で
な
い

※
❶
〜
❹
を
全
て
満
た
す
人

令
和
２
年
２
月
10
日
か
ら

２
年
間

❶
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
計
画
の
策
定
お
よ
び
変

更
に
関
し
て
の
調
査
審
議
❷
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
意
見

ま
た
は
苦
情
に
関
し
て
の
調
査
審

議

年
３
回
程
度

次
の
事
項
を
記
載
し

た「
申
込
書
」と「
作
文
」を
持
参
ま

た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

❶
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、生
年

月
日
❷
職
業
、勤
務
先
❸
経
歴（
職

歴
・
学
歴
な
ど
参
考
に
な
る
事
項
）

❹
地
域
に
お
け
る
活
動
の
状
況
❺

応
募
動
機

※
申
込
書
は
企
画
部
市
民
協
働
課

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す（
任
意
の
様
式
で
も
可
）

※
作
文
は「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

と
題
し
、４
０
０
〜
８
０
０
字
程

度
。様
式
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん

11
月
21
日（
木
）〜
12

月
20
日（
金
）必
着

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

企
画
部

市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　
「
Ｄ
Ｖ
問
題
と
関
係
機
関
連
携

の
必
要
性
」を
テ
ー
マ
に
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

一
般
市
民
、民
生
委
員
、児

童
委
員
、人
権
擁
護
委
員
、教
育
関

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予
約

相
談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
、全
国
共
通
の
予
約
専

用
受
付
電
話「
０
５
７
０（
０
５
）

４
８
９
０
」ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
電
話
す
る
か
、来
訪

時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）を
用
意
し
て

く
だ
さ
い

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▶ ☎
▶
▶ ▶

▶
☎

▶

☎
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類
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
ま

す
。近
年
、ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
農
作

業
機
械
な
ど
か
ら
油
類
が
漏
れ
、

河
川
に
流
れ
出
す
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

流
れ
た
油
類
は
、河
川
を
汚
染

す
る
ほ
か
、火
災
の
原
因
と
な
り
、

生
命
や
財
産
が
失
わ
れ
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、油
類
の
回
収

や
処
理
費
用
は
、流
出
者
の
負
担

に
な
る
の
で
、油
類
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、油
類
が
流
出
し
た
場
合

は
、速
や
か
に
市
役
所
ま
た
は
消

防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

月
間
予
定
表
、日
記
、最
新

の
統
計
資
料
、仕
事
・
生
活
に
役
立

つ
資
料
な
ど

６
０
０
円（
税
込
）

各
総
合
支
所
市
民
課

で
販
売
。取
扱
時
間
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
日
、祝

日
を
除
く
）

12
月
20
日（
金
）ま
で

※
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了

▼
企
画
部
企
画
政
策
課（
企
画
政

策
係
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

係
者
、警
察
、行
政
職
員

米
山
公
民
館（
視
聴
覚
室
）

令
和
２
年
１
月
17
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
を
は
じ

め
と
し
た
家
族
問
題
の
解
決
・
回

復
す
る
た
め
の
関
係
機
関
連
携
に

つ
い
て
学
び
ま
す

50
人無

料電
子
メ
ー
ル
に
❶
参

加
者
の
氏
名
❷
住
所
❸
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ

い※
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
で
き
ま
す

令
和
２
年
１
月
10
日

（
金
）（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）企

画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

冬
は
、家
庭
や
職
場
な
ど
で
油

☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
振

興
係
）

　

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
工

事
に
よ
る
橋
上
部
の
架
設
工
事

の
た
め
、迫
町
北
方
地
区
の
国
道

３
９
８
号
が
夜
間
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、通
り
抜
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
、迂
回
路
の
通
行

を
お
願
い
し
ま
す
。11

月
25
日（
月
）

〜
12
月
10
日（
火
）午
後
10
時
〜
午

前
６
時（
期
間
中
５
日
間
程
度
）

宮
城
県
道
路
公
社

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
工
事

事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
０
６
６

下田中53番地8
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課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　
「
食
品
ロ
ス
」と
は
、ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
、捨
て
ら
れ
て
い

る
食
品
の
こ
と
で
す
。年
間
約

６
４
３
万
㌧
に
及
ぶ
食
品
ロ
ス

は
、国
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
毎
日
茶
わ
ん
１
杯
分
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
の
宴
会

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
が
、乾
杯

後
の
30
分
間
と
、宴
会
終
了
前
の

10
分
間
に「
食
べ
き
り
タ
イ
ム
」を

設
け
て
、自
分
の
席
で
料
理
を
楽

令
和
２
年
１
月
21
日

（
火
）午
前
10
時
〜
10
時
30
分　

期
日
入
札

市
役
所
迫
庁
舎（
１

階
会
議
室
）

各
総
合
支
所
の
掲
示

板
に
公
示
し
て
い
ま
す

12
月
10
日（
火
）

❶
▼
個
人
＝

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

身
分
証（
運
転
免
許
証
の
写
し
）ま

た
は
住
民
票
抄
本
▼
法
人
＝
法
人

登
記
事
項
証
明
書
、収
入
印
紙（
区

分
ご
と
に
２
０
０
円
）❷
買
受
適

格
証
明
書
❸
印
鑑（
認
印
で
も
可
）

※
各
証
明
書
は
発
行
後
３
カ
月
以

内
の
も
の

総
務
部
収
納
対
策

　

市
は
、新
し
く
降
り
積
も
っ
た

雪
の
量
が
お
お
む
ね
10
㌢
以
上
の

場
合
、町
域
ご
と
に
除
雪
作
業
を

し
ま
す
。作
業
は
幹
線
道
路
を
優

先
し
、町
域
全
体
が
完
了
す
る
ま

で
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、除
雪
作
業
に
よ
る
自
宅

付
近
の
雪
だ
ま
り
は
、住
民
の
皆

さ
ん
で
処
理
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

降
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
っ
て
、

走
行
な
ど
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
建
設
部
土
木
管
理
課（
道
路
河

川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

▼
各
総
合
支
所
市
民
課

▼
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
道
路
管
理
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
１
６

■▼
凍
結
防
止
用
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ン

セ
ン
ト
は
確
実
に
差
し
込
む

▼
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
な
ど

は
、水
抜
栓
を
使
い
水
道
管
の
水

を
抜
く

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
、

メ
ー
タ
ー
保
温
材
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
で
凍
結
防
止
す
る

※
メ
ー
タ
ー
保
温
材
は
、12
月
か

ら
水
道
事
業
所
お
よ
び
各
総
合
支

所
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す

■▼
凍
っ
た
と
こ
ろ
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
て
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け

る（
熱
湯
は
蛇
口
な
ど
を
破
裂
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

▼
蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
し
た
と

き
は
、水
抜
栓
を
閉
め
、給
水
工
事

指
定
店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。水
抜
栓
の
場
所
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
、破
損
箇
所
に
タ
オ

ル
を
巻
き
つ
け
て
、修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

※
修
理
費
用
は
、全
て
自
己
負
担

で
す

▼
水
道
事
業
所
水
道
管
理
課（
業

務
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

▼
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０（
０
２
３
）１
５
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

❶

❷

❸
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ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
必
要
に
応
じ
て
、他
の
相
談
機

関
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す

午
前
10
時
〜
午
後
５

時

え
ほ
ん
カ
フ
ェ
お
ひ
さ
ま

の
国（
迫
町
佐
沼
中
江
５
―
11
―

８
）

す
く
す
く

保
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
０
２
３

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、電
話
代

は
相
談
者
の
負
担
で
す

12
月
20
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

　
「
起
業
し
た
い
」「
子
育
て
し
な

が
ら
働
き
た
い
」「
家
族
の
事
を
相

談
し
た
い
」な
ど
、男
女
共
同
参
画

の
悩
み
相
談
を
12
月
31
日（
火
）ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

秘
密
は
守
り
ま
す
。匿
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
土
日
、祝
日
を
除
く

※
電
話
相
談
と
面
接
相
談
が
あ
り

ま
す
。面
談
相
談
は
予
約
制
で
す

の
で
、あ
ら
か
じ
め
相
談
先
ま
で

し
む
「
３さ

ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
」に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
は
じ
め
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
小
さ
な
積
み

重
ね
が
、大
き
な
ご
み
の
減
量
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

　

高
額
療
養
費（
外
来
年
間
合
算
）

制
度
は
、年
間
を
通
し
、医
療
保
険

で
長
期
の
外
来
診
療
を
受
け
て
い

る
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で

す
。平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
令

和
元
年
７
月
31
日
ま
で
に
、医
療

機
関
や
薬
局
で
支
払
っ
た
外
来
診

療
の
自
己
負
担
額
か
ら
月
間
の
高

額
療
養
費
を
除
い
た
額
の
う
ち

14
万
４
千
円
を
超
え
た
額
を
支
給

し
ま
す
。

７
月
31
日
時
点
で
、高

額
療
養
費
の
所
得
区
分
が「
一
般
」

か「
低
所
得
者
区
分
」の
70
歳
以
上

の
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

は
口
座
登
録
の
な
い
人
、国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
世
帯
主
宛
て

に
、12
月
中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
通

知
し
ま
す

▼
国
民
健
康
保
険
＝
市
民
生
活
部

国
保
年
金
課（
保
険
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
＝
宮
城

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（令和元年10月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,554 9,830 10,385 20,215 （▲18）

登米 1,791 2,278 2,476 4,754 （▲2）

東和 2,341 3,053 3,141 6,194 （▲11）

中田 5,174 7,663 7,969 15,632 （11）

豊里 2,150 3,211 3,268 6,479 （▲22）

米山 2,841 4,438 4,563 9,001 （▲6）

石越 1,569 2,396 2,396 4,792 （▲4）

南方 2,710 4,176 4,354 8,530 （9）

津山 1,156 1,534 1,673 3,207 （4）

合計 27,286 38,579 40,225 78,804 （▲39）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

（令和元年10月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
R1 H30 増減数

人身事故
発生件数 124件 150件 ▲26件

死者数 3人 4人 ▲1人

負傷者数 153人 193人 ▲40人

物損事故
発生件数 1,107件 1,272件 ▲165件

※平成31年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.04 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

健け
ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

☎
☎

　冬道の走行は、積雪、凍結などによる滑走事故が多発しま
す。「冬道の安全運転１・２・３運動（１割のスピードダウン、
２倍の車間距離、３分早めの出発）」を実践し交通事故防止
に努めましょう。
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Zoom Up Tome 2019
Athlete

Ohta Tadayuki
1949年11月20日生まれ、迫町下舟丁
在住。2003年から競技を始め、10年
からは登米市ターゲット・バードゴ
ルフ協会の事務局長を務める。趣味
は家庭菜園。

Ohta Yoko
1953年12月16日生まれ。退職を機に
競技を始める。趣味は水泳。
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努力の
向こう側に―

「
優
勝
し
た
い
と
は
思
っ
て
い

た
が
、ま
さ
か
本
当
に
で

き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」と
驚

き
の
表
情
を
見
せ
た
。

　

第
６
回
全
日
本
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
全
国
大
会
in
京
都

（
以
下
、全
日
本
大
会
）は
９
月
21
、

22
の
両
日
、京
都
府
舞
鶴
市
の
青

葉
山
ろ
く
公
園
で
開
か
れ
、登
米

市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
に
所
属
す
る
太
田
忠た

だ

幸ゆ
き

さ

ん
、洋よ

う

子こ

さ
ん
夫
妻
が
男
・
女
２
人

組
の
部
で
優
勝
。悲
願
の
日
本
一

の
座
に
輝
い
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

（
以
下
、Ｔ
Ｂ
Ｇ
）は
、羽
根
の
付
い

た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
、ゴ
ル
フ
の

ア
イ
ア
ン
に
似
た
専
用
ク
ラ
ブ
で

打
ち
、傘
を
逆
さ
に
立
て
た
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
何
打
で
入

れ
る
か
を
競
う
。傘
の
中（
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
ホ
ー
ル
）に
入
れ
ば

シ
ョ
ッ
ト
数
が
、下
側
の
輪
の
中

（
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ル
）に
入
れ
ば

シ
ョ
ッ
ト
数
に
１
打
足
し
た
打
数

が
記
録
と
な
る
。全
日
本
大
会
の

２
人
組
の
部
で
は
、各
ホ
ー
ル
の

１
打
目
を
２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
が
打

ち
、優
位
な
方
を
選
択
。以
降
は
交

互
に
打
ち
、18
ホ
ー
ル
の
合
計
打

数
で
勝
敗
を
決
め
る
。

太
田
夫
妻
は
、一
昨
年
の
全

日
本
大
会
で
３
位
入
賞
を

果
た
し
、昨
年
も
優
勝
を
目
指
し

て
臨
ん
だ
が
、結
果
は
14
位
に
終

わ
っ
た
。「
遠
く
に
飛
ば
す
こ
と

ば
か
り
意
識
し
、自
分
勝
手
な
プ

レ
ー
が
多
く
、ミ
ス
が
続
い
た
」と

反
省
。狭
い
コ
ー
ス
や
木
が
あ
る

コ
ー
ス
を
想
定
し
、状
況
に
応
じ

た
打
ち
分
け
方
や
正
確
性
を
強

化
。「
ク
ラ
ブ
を
握
ら
な
い
日
は
な

か
っ
た
」と
言
う
ほ
ど
、以
前
に
も

増
し
て
練
習
に
励
ん
だ
。

順
調
に
実
力
が
付
い
て
い
く

の
を
実
感
し
て
い
た
が
、練

習
量
の
増
加
に
伴
い
忠
幸
さ
ん
の

膝
に
は
疲
労
が
蓄
積
。つ
い
に
悲

鳴
を
上
げ
た
。痛
み
を
我
慢
し
な

が
ら
練
習
を
続
け
、地
方
の
大
会

に
出
る
も
、思
う
よ
う
な
結
果
は

出
な
い
。焦
る
気
持
ち
を
抑
え
、通

院
し
て
治
療
に
専
念
し
、全
日
本

大
会
前
に
完
治
。万
全
の
状
態
で

大
会
当
日
を
迎
え
た
。

今
大
会
の
コ
ー
ス
は
、幅
が
狭

く
て
難
易
度
が
高
く
、練
習

の
成
果
が
試
さ
れ
た
。前
回
ま
で

の
反
省
を
生
か
し
、ど
う
攻
め
る

か
戦
略
を
話
し
合
い
な
が
ら
、正

確
性
を
重
視
。シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
は
忠
幸
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
す
る
な
ど
、ほ
か
の
チ
ー

ム
が
難
コ
ー
ス
に
苦
戦
す
る
中
、前

半
９
ホ
ー
ル
を
３
ア
ン
ダ
ー
で
折

り
返
す
。後
半
、コ
ー
ス
の
幅
が
広

く
な
っ
た
こ
と
で
、飛
ば
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
出
て
し
ま
う
。

力
が
入
り
、９
、10
ホ
ー
ル
で
Ｏ
Ｂ

を
打
ち
ス
コ
ア
を
落
と
し
た
。　

　

今
ま
で
の
大
会
で
は
、最
後
ま

で
ミ
ス
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
っ
た

が
、こ
の
日
は
違
っ
た
。こ
れ
ま
で

の
練
習
を
思
い
出
し
、も
う
一
度

集
中
。終
盤
に
巻
き
返
し
、終
わ
っ

て
み
れ
ば
２
位
に
６
打
差
を
つ
け

て
圧
勝
。全
日
本
大
会
初
制
覇
を

成
し
遂
げ
た
。

同
協
会
の
佐
藤
雄ゆ

う

三ぞ
う

会
長
は

「
登
米
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、競
技
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
た
め
、長
沼
フ
ー
ト
ピ

ア
公
園
内
の
一
部
を
、協
会
の
メ
ン

バ
ー
で
除
草
し
、暗あ

ん

渠き
ょ

を
設
置
し
て

コ
ー
ス
を
整
備
し
た
。そ
の
か
い
も

あ
り
、素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し

て
く
れ
た
。全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

や
競
技
の
普
及
に
も
つ
な
が
る
」と

ね
ぎ
ら
っ
た
。洋
子
さ
ん
は「
毎
日

の
練
習
が
自
信
に
な
っ
た
。努
力
は

う
そ
を
つ
か
な
い
と
実
感
し
た
」と

振
り
返
り
、忠
幸
さ
ん
は「
お
互
い

に
ミ
ス
を
カ
バ
ー
し
合
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
優
勝
に
つ
な
が
っ

た
。こ
の
競
技
は
仲
間
た
ち
と
話
し

な
が
ら
で
き
る
こ
と
と
、ホ
ー
ル
に

入
っ
た
と
き
の
爽
快
感
が
魅
力
。多

く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
い
」と
呼
び
掛

け
る
。

「
優
勝
は
で
き
た
が
、実
力
的

に
は
ま
だ
ま
だ
上
が
い

る
。次
は
個
人
の
部
で
も
優
勝
し

た
い
」。２
人
は
口
を
そ
ろ
え
て
次

の
目
標
を
語
り
、頬
を
緩
め
た
。

1長沼フートピア公園を自分
たちで整備してＴＢＧ場を開
設2体験希望者には道具の貸
し出しも可能3毎週、火、木、日
曜の午前中に長沼フートピア
公園で練習。興味のある人は下
記に問い合わせください
問登米市ＴＢＧ協会
☎0220（22）5270２３ １



編

集

後

記

▼
今
号
も
取
材
を
通
し
て
多
く

の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。創
業
し
た
人
も
、こ
れ
か
ら

し
よ
う
と
し
て
い
る
人
も
前
向

き
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し

た
。そ
う
い
う
人
た
ち
と
話
し

を
し
て
い
る
と
私
も
元
気
に
な

り
ま
す
。い
つ
か
私
も
誰
か
を

元
気
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

な
存
在
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。（
高
橋
）

▼
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
を
取
材
。

市
内
産
の
豚
肉
と
野
菜
を
使
っ

た
料
理
が
完
成
し
、試
食
＆
質

問
タ
イ
ム
に
。「
今
日
の
料
理
に

合
う
お
酒
は
」と
の
質
問
に
、

「
地
元
の
お
酒
」と
シ
ェ
フ
。同

じ
産
地
同
士
の
組
み
合
わ
せ
は

相
性
が
い
い
の
だ
と
か
。学
ん

だ
料
理
を
澤
乃
泉
で
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。（
小
野
寺
）

▼
台
風
19
号
で
被
災
し
た
津
山

町
横
山
地
区
へ
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。被
災
２
日
後
は
、ま

だ
家
の
中
が
泥
に
ま
み
れ
て
い

る
所
が
多
く
、住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
復
旧
作
業

に
追
わ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た

が
、皆
さ
ん
快
く
取
材
に
応
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
を
心
よ
り
祈
っ

て
お
り
ま
す
。（
三
浦
）

　「病院に来る人は、少なからず不安や心配を抱え
ています。私たちの声掛けで、少しでも安心しても
らえれば」と話す、登米市民病院ボランティアの大
竹さん。仕事を退職した2009年、「ただ家にいる
よりも、健康のために体を動かしながら、地域に貢
献できることがしたい」と、病院でのボランティア
活動を始め、毎週水曜日に総合案内に立つ。
　活動は、月から金曜の午前中。毎日１人はボラン
ティアとして協力ができるように調整しながら、
総勢７人で活動している。活動内容は、初診、再診
の診療受付や診察室などへの案内、車いす介助と
いった患者さんの手助けが中心。このほか、クリス
マス、ひな祭りなどの季節の行事に合わせて院内
を飾り付け、訪れた人を和ませている。

　「介助のプロではないので、患者さんの希望全て
に応えられないもどかしさもあります」と語る大
竹さんだが、ボランティアだからこそ気付いたこ
とがある。それは、車いすに支障がある段差や階段
でつまづき、転倒する人の多さだ。それを事務局に
伝え、段差は解消。階段の幅を広げ、気付きやすい
ように色付きのテープを貼り、改善された。ボラン
ティアとして危険箇所や患者さんの要望を把握
し、より良い病院づくりへの一翼を担っている。
　「誰かのためではなく、自分のために始めた活
動。でも、『ありがとう』と言葉をかけてもらえると
やりがいにつながります。健康なうちは続けてい
きたいですね」―。今日も市民病院の入口では大竹
さんの笑顔が患者さんを温かく迎え入れる。

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

Profi le

問登米市民病院
☎
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